
《翻刻・索引》 『通常物懸圖教授法』（明治十一年） 

① 
 

 

は
じ
め
に 

 

こ
れ
ま
で
、
同
種
の
資
料
二
種
に
つ
い
て
、
考
察
を
重
ね
て
き
た
。
す
な
わ

ち
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。 

① 

『
通
常
物
図
解
便
覧
』（
明
治
九
年
）
の
語
彙
と
そ
の
性
格
―
―
付
、

語
彙
索
引
―
―
『
学
海
』
第
十
八
号 

 

上
田
女
子
短
期
大
学
国

語
国
文
学
会 

二
〇
〇
二
年
三
月 

② 

『
通
常
物
図
解
問
答
』（
明
治
一
〇
年
）
の
語
彙
と
そ
の
性
格
―
―

付
、
語
彙
索
引
―
―
『
上
田
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
二
十
六
号

二
〇
〇
三
年
一
月 

 

今
回
、さ
ら
に
標
記
の
資
料
を
入
手
し
た
の
で
、考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

つ
い
て
は
、
語
彙
分
析
の
部
分
が
、
あ
る
程
度
の
分
量
に
な
る
の
で
、
本
稿
で

は
、
ま
ず
、
本
文
と
語
彙
索
引
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 

 

資
料
の
紹
介 

 

書
誌
的
事
項
を
以
下
に
示
す
（
図
版
参
照
）。 

 
 

『
通
常
物
懸
図
教
授
法
』（
明
治
一
一
年
一
二
月
刻
成
発
売
） 

 
 
 
 

編
集
人 

大
月
疇
四
郎 

 
 
 
 

出
版
人 

川
又
定
蔵
（
三
春
書
林 

福
島
県
下
田
村
郡
三
春
町
） 

 

見
出
し
に
内
表
紙
。
本
文
一
七
丁
。
一
七
丁
裏
に
、
刊
記
。
和
装
タ
テ
二
二 

・
五
×
一
五
・
二
㎝
。
濃
紺
色
表
紙
。 

 

懸
図
を
見
開
き
で
示
し
た
後
に
、
各
語
の
解
説
を
見
開
き
で
行
っ
て
い
る
。

懸
図
は
、
全
八
枚
。
一
図
に
収
録
の
語
は
、
二
五
語
。
よ
っ
て
、
合
計
二
〇
〇

語
の
解
説
を
示
し
て
い
る
。 

 

以
下
に
、
語
彙
索
引
を
示
す
が
、
凡
例
は
、
前
記
拙
稿
に
準
ず
る
。
す
な
わ

ち
、
五
〇
音
順
で
、
異
体
字
も
可
能
な
限
り
活
字
化
す
る
。 

 

《翻
刻
・索
引
》 

『通
常
物
懸
圖
教
授
法
』（明
治
一
一
年
） 
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▼
一
丁
・
裏 

 

 

編纂者・福島師範学校教頭 榧木寛則 
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▼
二
丁
・
裏 
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◆
『
通
常
物
懸
図
教
授
法
』（
明
治
一
一
年
）
語
彙
索
引
◆ 

 

■
ア
行 

ア
ハ
セ 

イ
ケ
ス 

イ
シ
ウ
ス 

イ
ト
グ
ル
マ 

イ
ネ
カ
ケ 

イ
ネ
コ
キ 

ウ
ス 

ウ
ツ
バ
リ 

 

袷 籞 磑 紡
車 

喬
杵 

拖
杷 

臼 梁 

 

表
と
裏
と
の
絹キ

ヌ

を
縫ヌ

ヒ

合
せ
温ワ

タ

袍イ
レ

の
暖ア

タ
タ

か
過ス

ギ

る
と
き
着キ

る
衣
服
な
り
（六
） 

竹
を
以
て
篭カ

ゴ

を
編ア

み
此
中
に
生イ

キ

魚ウ
ヲ

を
入
れ
置
き
河
或
は
海
水
の
中
に
沈
め
種
々
の
魚
を
貯タ

ク
ハ

へ
置
く
も
の
な
り
又
板

を
以
て
造
れ
る
も
あ
り
（七
） 

石
に
て
二
面
を
重
ね
上
皿
を
挽ヒ

キ

回マ
ハ

せ
ば
下
皿
の
静シ

ヅ

に
す
る
と
軋
轢

キ

シ

り
て
穀
物
等
を
粉
末

コ 

ナ

に
な
す
な
り
（三
） 

臺ダ
イ

は
木
に
て
造
り
車
を
竹
に
て
造
り
把ト

ツ

手テ

を
回マ

ハ

し
て
紡
錘

ツ 

ム

に
糸
を
巻
付
る
為
の
道
具
な
り
（四
） 

枝
の
あ
る
木
を
切
り
両
方
に
立
て
或
は
二
三
本
の
木
を
結
合
せ
て
臺ダ

イ

と
な
し
之
に
木
竹
等
の
竿サ

ヲ

を
掛カ

ケ

て
刈カ

リ

穂ホ

を
か
け

晒サ
ラ

す
為
の
も
の
な
り
（三
） 

木
に
鉃
の
歯ハ

を
な
ら
べ
木
の
足
を
つ
け
稲イ

ネ

麦ム
ギ

な
ど
の
穂ホ

を
扱コ

く
に
用
ゆ
る
も
の
な
り
（三
） 

大
な
る
圓マ

ル

木キ

の
切
口
を
凹ナ

カ
ク
ボ

く
ほ
り
之
に
穀
物

コ
ク
モ
ツ

を
入
れ
て
𣇃ウ

ス
ツ

き
精シ

ラ

げ
る
な
り
（三
） 

松
杉
等
の
丸
木
を
用
ゐ
て
棟ム

ナ

木キ

を
支サ

サ

へ
柱
を
受ウ

ケ

た
る
も
の
な
り
（一
） 
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エ
ボ
シ 

エ
リ
カ
ザ
リ 

エ
リ
マ
キ 

エ
ン 

オ
シ
イ
レ 

オ
ン
シ
ツ
ロ 

■
カ
行 

カ
ガ
シ 

カ
ギ 

カ
ク
シ 

カ
ケ
ス
ズ
リ 

烏
帽
子 

襟
飾 

襟
巻 

椽 押
入 

温
室
爐 

 

案
山
子 

鑰 隔
子 

懸
硯 

厚ア
ツ

き
紙カ

ミ

に
て
造
り
表
面

オ
モ
テ

を
黒
く
染ソ

め
白
き
紐ヒ

モ

を
附
け
頭
上
に
被カ

ブ

る
も
の
な
り
古
代
礼
式

レ
イ
シ
キ

の
時
用
ゐ
し
も
の
な
れ
ど
も

今
は
用
ゐ
る
こ
と
な
し
（六
） 

種
々
の
美
麗

ビ

レ
イ

な
る
絹キ

ヌ

を
以
て
製
り
洋
服
を
着
る
と
き
頚
部

ク

ビ

の
飾カ

ザ

り
に
用
ゐ
る
な
り
（六
） 

柔ヤ
ハ
ラ
カ
キ

毛ケ

又
は
綿ワ

タ

に
て
織ヲ

り
冬
日
寒
気
を
防
ぐ
為
に
襟ヱ

リ

に
巻
着

マ
キ
ツ
ク

る
も
の
な
り
（六
） 

板イ
タ

を
以
て
檐
の
下
に
造
り
す
べ
て
坐
敷

ザ

シ

キ

又
は
窗
の
障
子

シ
ヤ
ウ
ジ

の
前
に
あ
り
庭ニ

ハ

よ
り
昇
降

ノ
ボ
リ
ヲ
リ

す
る
処
な
り
（一
） 

坐
敷

ザ
シ
キ

の
隅ス

ミ

な
ど
に
設
け
器
物

キ
ブ
ツ

を
納イ

る
る
に
用
ゐ
る
處
を
い
ふ
な
り
（二
） 

洋
名

ヨ
ウ
メ
イ

〔ス
ト
ー
フ
〕と
い
ふ
鉃
に
て
造
り
寒
中
に
ハ
火
を
其
中
に
活
發

ヲ

コ

し
室
内

イ
ヘ
ノ
ウ
チ

に
煖
を
取
る
に
用
ゆ
多
く
西
洋
造
り
の
家

に
て
之
を
も
ち
ゆ
（二
） 

 

木
又
は
竹
を
立
て
之
に
蓑ミ

ノ

笠カ
サ

を
被カ

ブ

せ
弓
矢
を
持
た
せ
人
の
形カ

タ
チ

を
な
し
て
鳥
を
お
ど
す
も
の
な
り
（三
） 

鏁
ジ
ヤ
ウ

と
同
種

ド
ウ
シ
ュ

の
金
に
て
製ツ

ク

り
鏁
の
し
め
を
開ヒ

ラ

く
為タ

メ

に
用
ゐ
る
も
の
な
り
（五
） 

木
を
ほ
そ
く
四
角

シ

カ

ク

に
削ケ

ヅ

り
之
を
し
げ
く
組ク

み
多
く
は
窗
或
は
土
間
口
に
建タ

テ

置
く
も
の
な
り
（一
） 

箱
を
木
に
て
造
り
隅ス

ミ

に
は
金
物

カ
ナ
モ
ノ

を
打
ち
上
方
に
硯
筆
墨
水
滴
等
を
入
置
携
帯

ケ
イ
タ
イ

に
便
利

ベ

ン

リ

な
る
も
の
な
り
（四
） 
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カ
ケ
ヤ 

カ
サ 

カ
ス
ガ
ヒ 

ガ
ス
ト
ウ 

カ
セ
グ
ル
マ 

カ
タ
ビ
ラ 

カ
ツ
パ 

カ
ナ
ヅ
チ 

カ
ナ
ド
コ 

カ
ハ
ラ 

榔
槌 

笠  

瓦
斯
燈 

纑
車 

帷
子 

襏
襫 

䤶 鐵
碪 

瓦 

大
な
る
圓
木

マ

ル

キ

を
切
り
之
に
木
の
柄
を
嵌ハ

め
木
材
を
打
ち
又
棟ム

ネ

梁ハ
リ

等
を
打
込
む
に
用
ゐ
る
な
り
（五
） 

竹
の
皮
菅ス

ゲ

等
に
て
造
る
も
の
な
り
又
獣
皮

ジ

フ
ヒ

に
て
製
し
漆

ウ
ル
シ

に
て
其
上
を
塗ヌ

る
も
あ
り
其
形
種
々
な
り
頭
に
か
ぶ
り
雨
雪

を
し
の
ぎ
又
太
陽
の
光
線

ヒ

カ

リ

を
遮

サ
ヘ
ギ

る
為
に
も
ち
ゆ
（六
） 

鉃
に
て
造
り
両
端

リ
ヤ
ウ
ハ
シ

を
尖ト

ガ

ら
し
て
折
り
す
べ
て
柱
桁
等
の
合
せ
目
の
開ヒ

ラ

き
し
を
密
着

ミ
ッ
チ
ャ
ク

す
る
為
に
打
ち
置
く
も
の
な
り
又

木
と
木
と
を
連
合
す
る
に
用
ゆ
（五
） 

地
下
に
鉃
管

テ
ツ
ク
ダ

を
埋ウ

ヅ

め
之
に
瓦
斯

ガ

ス

の
気
を
充ミ

た
し
め
路
上
処
々
に
装
置

シ

カ

ケ

し
た
る
燈
篭

ト
ウ
ラ
ウ

に
其
気
を
通
じ
之
に
火
を
点テ

ン

す
れ

ば
其
気
燒モ

ヘ

て
火
光
明
晰

メ
イ
セ
キ

な
る
も
の
な
り
（八
） 

木
に
て
造
り
糸
を
繰
返

ク
リ
カ
ヘ

す
と
き
巻
付
る
も
の
な
り
（四
） 

麻ア
サ

を
ほ
そ
く
紡ツ

ム

ぎ
て
織
り
単ヒ

ト

へ
に
仕
立
暑
中
に
着
る
衣
服
な
り
（六
） 

多オ
ホ

く
羅
紗

ラ

シ

ャ

に
て
造
り
雨ア

メ

雪ユ
キ

の
日
外
行
す
る
と
き
に
着キ

る
も
の
な
り
（六
） 

鉃
に
て
造
り
木
の
柄
を
つ
け
大
工
は
釘ク

ギ

な
ど
を
打
ち
冶
工

カ

ジ

ヤ

ハ
金
物

カ
ナ
モ
ノ

を
鍛キ

タ

ふ
る
に
用
ゆ
る
な
り
（五
） 

鉃
に
て
造
り
金
類

カ
ナ
モ
ノ

を
鍛キ

タ

ふ
る
と
き
此
上
に
置
き
䤶
を
以
て
擣ウ

つ
臺ダ

イ

な
り
多
く
は
冶
工

カ

ジ

ヤ

此
物
を
用
ゆ
（五
） 

土ツ
チ

を
焼ヤ

き
て
製セ

イ

し
屋
根

ヤ

ネ

を
葺フ

く
に
用
ゐ
る
も
の
な
り
（二
） 

カ
ナ
ヅ
チ 
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カ
ベ 

カ
マ 

カ
マ
ス 

カ
ミ
イ
レ 

カ
ミ
ソ
リ 

カ
ミ
ダ
ナ 

カ
ミ
ナ
リ
ヨ
ケ 

カ
ヤ 

カ
ラ
ウ
ス 

カ
ラ
ス
キ 

カ
ン
ナ 

壁 鎌 蒲
簀 

夾
帒 

剃
刀 

神
棚 

避
雷
柱 

蚊
幮 

碓 犂 鉋 

泥
土

ツ

チ

に
藁ワ

ラ

又
麻ア

サ

な
ど
の
細
切

ス

サ

を
混
和

コ
ン
ク
ワ

し
て
人
家
の
外
囲

ソ
ト
マ
ワ
リ

を
塗ヌ

り
風
雪
寒
暑
を
防フ

セ

ぐ
も
の
な
り
（二
） 

鎌
に
二
種

フ
タ
イ
ロ

あ
り
稲
刈

イ
ネ
カ
リ

鎌
は
刃ハ

薄ウ
ス

く
芝
刈

シ
バ
カ
リ

鎌
は
重カ

サ

ね
あ
か
し
共
に
鉃
に
て
製
し
木
柄
を
つ
け
て
も
ち
ゆ
（三
） 

筵
ム
シ
ロ

を
二
つ
に
折ヲ

り
両
側

レ
ウ
ハ
シ

を
縄ナ

ハ

に
て
縫
合

ヌ
ヒ
ア
ハ

せ
穀
物
等
を
納イ

る
る
に
も
ち
ゆ
（三
） 

羅
紗
其
他
種
々
の
絹キ

ヌ

或
は
皮カ

ワ

等
に
て
製
し
金
貨

キ
ン
ク
ワ

紙
幣

シ

ヘ
イ

そ
の
た
の
日
用
の
小
道
具
書
付
な
ど
を
入
れ
他
行
の
と
き
は

懐
中

ク
ワ
イ
チ
ウ

に
入
れ
持モ

つ
も
の
な
り
（六
） 

鉃
を
鍛キ

タ

へ
て
造
り
毛
髪

ケ

を
剃ソ

る
に
用
ゐ
る
も
の
な
り
（四
） 

人
家
中
清
潔

セ
イ
ケ
ツ

な
る
処
に
神
を
祭マ

ツ

る
処
に
し
て
家
々
に
天
照

ア
マ
テ
ラ
ス

大オ
ホ

御
神

ミ

カ

ミ

を
祭マ

ツ

り
奉
る
処
等
を
い
ふ
（二
） 

屋
根
の
上
に
銅
鉃
な
ど
の
光
り
た
る
尖

ト
ガ
リ

柱
バ
シ
ラ

を
建
て
此
柱
よ
り
鉃
線
を
地
上
に
引
き
若
し
雷ラ

イ

火
の
堕ヲ

ツ

る
と
き
は
此
柱

の
光
気
に
就
て
来
り
其

線
ハ
リ
ガ
ネ

を

傳
ツ
タ
ハ
リ

て
地
上
に
堕ヲ

ツ

る
ゆ
へ
家
屋
の
災
を
免
る
る
な
り
（八
） 

麻
又
は
木
綿
に
て
踈ア

ラ

く
織ヲ

り
之
を
四
角
な
る
箱
の
形

カ
タ
チ

に
縫
合
せ
夏
は
寝
処

ネ

マ

の
上
に
釣ツ

リ

て
蚊カ

を
避サ

ク

る
な
り
（六
） 

皿
は
木
又
は
石
に
て
造
り
関
捩
子

カ
ラ
ウ
ス
ザ
ホ

を
足
に
て
踏フ

み
杵キ

ネ

を
上
下
し
て
穀
物
を

く
に
も
ち
ゐ
る
も
の
な
り
（三
） 

鉃
を
以
て
造
り
木
の
柄
を
嵌ハ

め
牛
馬
に
曳ヒ

か
せ
田
圃
を
耕
す
に
用
ゐ
る
も
の
な
り
（三
） 

鉃
に
て
造
り
堅カ

タ

木ギ

の
臺
に
嵌ハ

め
板
又
は
木
を
平
直

マ
ツ
ス
グ

に
削ケ

ヅ

る
為
に
用
ゆ
る
道
具
な
り
（五
） 

ウ
ス
ツ
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カ
ン
バ
ン 

キ
ウ
デ
ン 

キ
ネ 

キ
リ 

キ
ン
チ
ャ
ク 

ク
ギ 

ク
ギ
ヌ
キ 

ク
サ
リ 

ク
シ 

ク
マ
デ 

招
牌 

宮
殿 

杵 錐 荷

 

釘 千
鈞 

鎖 櫛 揪
笊 

其
形
種
々

シ
ュ
ジ
ュ

あ
れ
ど
も
多
く
ハ
板
に
て
造
り
賣
品
の
名
又
屋
号
姓
名
等
を
記
し
人
の
目
標

メ
ジ
ル
シ

と
す
（二
） 

棟ム
ネ

并
に
床ユ

カ

を
高タ

カ

く
し
家イ

ヘ

の
前
面

階
キ
ザ
ハ
シ

あ
り
天
子
或
は
皇
族
の
居
た
ま
ふ
家
を
い
ふ
な
り
（一
） 

木
に
て
造
り
臼ウ

ス

に
入
る
る
所
の
穀
物
を
擣ツ

く
も
の
な
り
（三
） 

鉃
に
て
造
り
其
形
ち
釘
の
如
く
板
木
に
揉
通

モ
ミ
ト
ホ

す
為
の
道
具
な
り
（五
） 

多
く
羅
紗
に
て
製
し
表
面

オ

モ

テ

に
は
金
銀
其
他
種
々

イ
ロ
イ
ロ

の
色イ

ロ

糸イ
ト

を
以
て
種
々
の
縫ヌ

ヒ

模
様

モ

ヨ

ウ

を
な
し
此
中
に
は
神
仏
の
符

マ
モ
リ

を
入
れ

て
児
童

コ
ド

モ

の
帯ヲ

ビ

な
ど
に
結
付

ユ
ヒ
ツ
ク

る
も
の
な
り
（六
） 

鉃
に
て
造
り
一
方
を
尖ト

ガ

ら
し
す
べ
て
板
木
等
を
打
着

ウ
チ
ツ
ケ

る
に
用
ゐ
る
も
の
な
り
（五
） 

鉃
に
て
造
り
上
の
口
に
て
釘
の
頭

カ
シ
キ

を
挟ハ

サ

み
て
釘
を
抜ヌ

く
に
用
ゆ
（五
） 

金
銀
ア
ル
ミ
ル
鉃
等
に
て
製ツ

ク

り
懐

中

ク
ワ
イ
チ
ュ
ウ

時
計

ド

ケ

イ

等
に
付
る
も
の
な
り
又
鉃
製
の
大
な
る
も
の
は
蒸
気
船
其
他
の
も
の
を
繋ツ

ナ

ぎ
留
る
等
に
用
ゆ
（五
） 

木
又
は
鼈
甲

ベ
ッ
コ
ウ

象
牙

ゾ

ウ

ゲ

等
に
て
造
り
蒔
画

マ

キ

ヱ

等
を
つ
け
女
の
髪
飾

カ
ミ
カ
ザ
リ

に
も
ち
ゆ
又
木
製
の
も
の
は
多
く
毛
髪

ケ

を

梳
ク
シ
ケ
ヅ

る
に
用
ゐ

る
な
り
細
か
に
割ワ

リ

た
る
所
を
歯ハ

と
い
ひ
其
上
方
の
厚ア

ツ

き
所
を
胸ム

ネ

と
い
ふ
（四
） 

竹
又
は
鉃
に
て
手テ

の
指ユ

ビ

を
開ヒ

ラ

き
曲マ

ゲ

た
る
形
に
造
り
枝
葉
又
は
穢
物

ゴ

ミ

を
か
き
集
む
る
も
の
な
り
（三
） 
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ケ
イ
キ
キ
ウ 

ケ
タ 

ケ
ム
リ
ダ
シ 

ゲ
ン
ク
ワ
ン 

ケ
ン
ビ
キ
ヤ
ウ 

コ
タ
ツ 

コ
テ 

コ
バ 

コ
モ 

コ
リ 

コ
ン
パ
ス 

軽
気
毬 

桁 煙
突 

玄
関 

顕
㣲
鏡 

巨
燵 鏝 

欂 薦 行
李 

互
更
針 

俗ゾ
ク

に
之
を
風
船

フ
ウ
セ
ン

と
い
ふ
竹
又
は
籐ト

に
て
造ツ

ク

り
た
る
船
の
上
に
布ヌ

ノ

嚢
ブ
ク
ロ

を
装
置

シ

カ

ケ

し
之
に
瓦
斯

ガ

ス

の
気キ

を
充ミ

た
し
め
空
中
に
放ハ

ナ

ち
風
に
任
せ
其
船
中
に
乗ノ

る
者
機
関

カ
ラ
ク
リ

を
攬ト

リ

て
自
在

ジ

ザ

イ

に
飛ウ

行
し
下
界
を
測ハ

カ

り
敵
陣
を
窺

ウ
カ
ガ

う
等
に
用
ふ
（八
） 

松
杉
檜
等
の
木
を
四
角
に
削ケ

ヅ

り
柱
と
柱
と
の
間
に
架カ

し
た
る
木
を
い
ふ
な
り
（一
） 

鉄
又
は
瓦

カ
ハ
ラ

に
て
圓
筒
形

マ
ル
キ
ツ
ツ
ナ
リ

に
造
り
䑓
所
或

ダ

イ

ド

コ
ロ

は
焼
火
場

ヒ

タ

キ

バ

の
屋
根
の
上
に
置
て
煙

ケ
ム
リ

を
噴フ

カ

す
も
の
な
り
（一
） 

家
の
表

ヲ
モ
テ

に
あ
り
人
の
出
入
す
る
処
に
し
て
客
人

キ
ャ
ク
ジ
ン

来
る
時
は
此
処
よ
り
坐
敷

ザ

シ

キ

へ
案
内

ア
ン
ナ
イ

す
る
処
な
り
（一
） 

種
々
の
水
晶
鏡

ス
イ
シ
ョ
ウ
メ
ガ
ネ

を
装
置

シ

カ

ケ

し
細
微

ゴ
ク
コ
マ
カ

の
物
を
見
る
と
き
は
其
形
数
百
倍
に
見
ゆ
る
も
の
な
り
（八
） 

木
を
以
て
矢
倉

ヤ

グ

ラ

を
組
み
小
炉
の
上
に
置
き
蒲
團

フ

ト

ン

を
其
上
に
覆オ

ホ

ひ
火
を
炉
中
に
入
れ
寒
中
に
は
手
足
を
煖ア

タ
タ

む
る
為
に

用
ゆ
る
も
の
な
り
（二
） 

鉃
に
て
造
り
木
の
柄ヱ

を
嵌ハ

め
土
壁

ツ
チ
カ
ベ

又
竈

カ
マ
ド

等
を
塗ヌ

る
と
き
土
を
塗
る
為
に
用
ゆ
る
道
具
な
り
（五
） 

杉ス
ギ

又
栗ク

リ

な
ど
の
木
を
薄ウ

ス

く
割サ

き
屋
根

ヤ

ネ

を
葺フ

く
に
用
ゐ
る
も
の
な
り
（二
） 

藁
に
て
あ
み
両
端
を
剪キ

ら
ず
荒
物

ア
ラ
モ
ノ

を
包
み
穀
物

コ
ク
モ
ツ

等
を
包
む
に
用
ゆ
（三
） 

柳
又
ハ
竹
に
て
造
り
種
々

シ
ュ
ジ
ュ

の
物
を
納イ

る
る
に
用
ゆ
旅
行

リ
ョ
コ
ウ

等
に
携

タ
ヅ
サ

ふ
る
由ヨ

リ

て
行
李
の
名
な
り
と
い
ふ
（二
） 

鉃
鎮
鍮
等
に
て
造
り
両
脚

レ
ウ
ア
シ

の
先サ

キ

を
尖ト

ガ

ら
し
図
引
に
も
ち
ゐ
る
も
の
な
り
（四
） 



上田女子短期大学紀要第三十九号 

⑩ 
 

■
サ
行 

サ
イ
ヅ
チ 

サ
イ
フ 

ザ
ウ
リ 

サ
ジ 

サ
シ
ガ
ネ 

サ
デ 

ジ
テ
ン
シ
ヤ 

ジ
ヤ
ウ
キ
シ
ヤ 

ジ
ヤ
ウ
キ
セ
ン 

 

柊

 

財
布 

草
履 

羮
匙 

矩 趕
網 

自
轉
車 

蒸
気
車 

蒸
気
船 

 

木
に
て
造
り
す
べ
て
道
具
な
ど
を
打ウ

チ

込コ

み
又
紙
な
ど
を
う
つ
に
用
ゆ
金
類
を
打
に
は
用
ゐ
す
（五
） 

絹
木
綿
等
に
て
嚢

フ
ク
ロ

に
縫ヌ

ひ
金
銭
な
ど
を
納イ

る
る
も
の
な
り
（六
） 

藁ワ
ラ

を
以
て
製ツ

ク

り
板
の
間
或
は
庭ニ

ハ

土ド

間マ

な
ど
を
歩
行
す
る
と
き
用
ゆ
る
も
の
な
り
（六
） 

錫ス
ズ

又
陶
器

ヤ
キ
モ
ノ

の
物
お
ほ
し
す
べ
て
食
料
の
汁シ

ル

物
を
吸ス

ふ
為
に
用
ゐ
る
も
の
な
り
（七
） 

鉃
又
は
鎮
鍮

シ
ン
チ
ュ

に
て
造
り
尺
寸
分
の
目
を
彫ホ

り
直
角

マ
ツ
カ
ク

又
は
平
面
の
器
物
を
造
り
又
図
画

ヅ

グ

ワ

を
記
す
に
も
ち
ゆ
（四
） 

麻
糸
を
以
て
編
み
竹
又
は
木
の
柄
を
付
け
魚
類
其
他
水
中
の
物
を
採ト

る
に
用
ゆ
（七
） 

鉃
を
以
て
製
造

セ
イ
ゾ
ウ

し
人
之
に
跨マ

タ

が
り
足
に
て
車
の
羽ハ

を
踏フ

み
手
に
楫カ

ヂ

を
と
り
自
由

ジ

ユ
ウ

に
道
路
を
行
く
な
り
（八
） 

石
炭
を
燒
き
釜
中
の
水
を
沸
騰

フ
ッ
ト
ウ

せ
し
め
其
気
勢

キ

セ

イ

を
藉カ

リ

て
機
関

カ
ラ
ク
リ

を
運
転

ウ
ン
テ
ン

せ
し
め
数
多

ア

マ
タ

の
乗
車

ジ
ョ
ウ
シ
ャ

を
連
続

レ
ン
ゾ
ク

し
て
鉃
道
の
上ウ

ヘ

を

行ユ

く
車
な
り
其
迅
速

ハ
ヤ

キ

な
る
こ
と
概
ね
一
時
間
に
国
に
十
里
を
行
く
と
い
ふ
（八
） 

石
炭

セ
キ
タ
ン

を
燒タ

き
釜
中
の
水
を
沸
騰

フ
ッ
ト
ウ

せ
し
め
其
気
力
を
以
て
種
々

シ
ュ
ジ
ュ

の
車
輪

シ
ャ
リ
ン

を
運
転

ウ
ン
テ
ン

し
此
装
置

シ

カ

ケ

を
船
室
に
設
け
自
在

ジ

ザ

イ

に
水
上

を
駛ハ

シ

る
船
也
此
船
ハ
西
洋
の
発
明

ハ
ツ
メ
イ

に
て
今
我
国
に
て
も
製
造
す
又
順
風

ジ
ュ
ン
プ
ウ

に
は
蒸
気
を
用
ゐ
ず
帆ホ

に
て
駛ハ

シ

る
も
あ
り

（八
） 
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シ
ヤ
ウ
ジ 

シ
ャ
ク
シ 

シ
ヤ
シ
ン
ケ
ウ 

シ
ヤ
モ
ノ 

シ
ン
シ 

シ
ン
ブ
ン
シ 

ジ
ン
リ
キ
シ
ヤ 

ス
キ 

ス
ミ
ツ
ボ 

ス
ミ
ト
リ 

ス
リ
ウ
ス 

障
子 

杓
子 

写
眞
鏡 

毛
褥 

簇 新
聞
紙 

歩
輓
車 

鋤 墨
斗 

炭
斗 

確 

細ホ
ソ

き
板
を
組
立
て
之
を
骨ホ

ネ

と
い
ふ
骨
に
紙
を
張ハ

り
多
く
家
の
便
宜

ビ

ン
ギ

の
処
に
立
て
て
風
を
遮

サ
ヘ
ギ

り
明

ア
カ
リ

を
と
る
（二
） 

木
に
て
造
り
飯メ

シ

を
盛モ

り
或

ア
ル
イ

は
汁シ

ル

な
ど
を
汲
む
に
用
ゆ
（七
） 

箱
の
中
に
水
晶
の
鏡

メ
ガ
ネ

を
仕
込
み
此
箱
の
前
面
に
人
物
或
は
種
々

シ
ュ
ジ
ュ

の
物
を
置
き
此
箱
の
中
の
鏡
に
照テ

ラ

し
別
に
薬
を
塗ヌ

り

た
る
鏡
を
入
れ
前
面
に
あ
る
物
を
写ウ

ツ

し
取
る
器
械
な
り
（八
） 

洋
名
〔ジ
ウ
タ
ン
〕と
い
ふ
毛
織
物

ケ
ヲ
リ
モ
ノ

に
て
軽

カ
ロ
ク

煖
ア
タ
タ
カ

な
り
多
く
坐
敷

ザ

シ

キ

の
敷
も
の
と
す
（二
） 

竹
を
ほ
そ
く
削ケ

ヅ

り
両
端

レ
ウ
ハ
シ

を
尖ト

ガ

ら
し
帛
類

キ
ヌ
ル
イ

を
晒サ

ラ

す
と
き
乾
縮

チ

ジ

マ

せ
ぬ
為タ

メ

に
用
ゐ
る
も
の
な
り
（四
） 

諸
官
省
布
告

フ

レ

又
は
世
上
の
珎
事

チ

ン

ジ

物
價

サ

ウ

バ

表
廣ヒ

ロ

告メ

社
説
等
を
鉛
字

ク
ワ
ツ
ジ

に
て
日
々
刷ス

リ

行ダ

し
人
の
聞
見
を
廣
く
す
る
有
益
の
も
の

な
り
（八
） 

両
輪
あ
り
て
挽
夫
之

ク

ル
マ
ヒ
キ

を
曳
き
一
人
又
は
二
人
を
載ノ

せ
道
路
を
行
く
車
に
し
て
明
治
中
我
国
の
発
明

ハ
ツ
メ
イ

な
り
（八
） 

鉃テ
ツ

を
以
て
造ツ

ク

り
木
の
柄ヱ

を
嵌ハ

め
田
圃

デ
ン
ハ
タ

を
耕

タ
ガ
ヤ

す
に
用
ゐ
る
も
の
な
り
（三
） 

木
に
て
造
り
車

ク
ル
マ

を
仕
込

シ

コ

み
之
に
糸
を
巻マ

キ

付
け
其
糸
を
墨
斗

ス
ミ
ツ
ボ

の
中
に
通ト

ホ

し
糸
端

イ
ト
サ
キ

に
小
さ
き
錐キ

リ

を
附
け
板
又
は
木
等
の
長

き
も
の
を
平
直

タ

ヒ

ラ

に
截キ

る
と
き
は
此
墨
糸
に
て
黒
線

ク
ロ
ス
チ

を
引
く
に
用
ゆ
る
も
の
な
り
（五
） 

竹
又
は
籐ト

或
は
木
に
て
造
り
炭ス

ミ

を
納イ

る
る
為
の
も
の
な
り
（七
） 

木
に
て
造
り
外
面

ソ
ト
ガ
ハ

を
竹
に
て
編ア

み
稲
の
籾モ

ミ

を
摺ス

り
除ノ

く
る
に
用
ゆ
（三
） 
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ス
リ
バ
チ 

セ
イ
ウ
シ
ン 

セ
キ
バ
ン 

セ
フ
レ
イ
フ
ク 

セ
ン
ヌ
キ 

ソ
ク
リ
ヤ
ウ
キ 

■
タ
行 

ダ
イ
レ
イ
フ
ク 

タ
カ
ド
ノ 

擂
盆 

晴
雨
針 

石
盤 

小
禮
服 

酒
鑽 

測
量
器 

 

大
禮
服 

樓 

土
を
焼
き
て
造
り
内
部

ウ
チ
ガ
ハ

に
繊
絡

ホ
ソ
キ
ス
ヂ

を
刻キ

ザ

み
擂
木

ス
リ
コ
ギ

を
以
て
食
物
を
粉
砕

フ
ン
サ
イ

（コ
ナ
ス
）す
る
も
の
な
り
擂
木
は
木
に
て
造
り
擂

盆
の
中
に
入
る
る
も
の
を
擂ス

る
棒
な
り
（七
） 

外
囲
は
銅
又
は
鎮
鍮

シ
ン
チ
ウ

等
に
て
造
り
中
に
種
々
の
機
関

カ
ラ
ク
リ

を
設モ

フ

け
又
玻
璃
管

ビ
ー
ド
ロ
ク
ダ

に
水
銀
を
充
た
し
此
水
銀
気
候

キ

コ
ウ

の
変
化

ヘ
ン
ク
ワ

に
従

て
昇
降

ノ
ボ
リ
ヲ
リ

し
前
面
の
針
を
動
か
す
故
に
風
雨
晴
な
ど
の
機
を
前
に
示
す
為
の
も
の
な
り
（八
） 

石
を
平
ら
に
薄ウ

ス

く
切
り
木
の
縁フ

チ

を
つ
け
洋
算

ヨ
ウ
ザ
ン

又
は
書
画

シ
ョ
グ
ワ

等
を
記
す
も
の
な
り
石
筆
は
柔
質

ヤ
ハ
ラ
カ

の
石
に
て
造
り
之
を
用
ゐ

て
石
盤
に
書
く
も
の
な
り
（四
） 

黒
羅
紗

ク

ロ
ラ

シ
ャ

に
て
造
り
祭
式
日
に
は
官
民
と
も
に
用
ゆ
る
な
り
（六
） 

鉃テ
ツ

に
て
造
り
尖
頭

サ

キ

を
螺
旋

ネ

ヂ

ら
し
木
の
柄ヱ

を
嵌ハ

め
酒
壜

ト

ク

リ

の
塞
子

ク

チ

を
抜ヌ

く
に
用
ゆ
（七
） 

木
の
臺
の
上
に
鏡

メ
ガ
ネ

を
装
置
し
是
よ
り
前
方
の
目
標

メ

ア

テ

を
望
み
て
道
路
の
里
程
田
圃
の
丁
数
等
を
量ハ

カ

り
知
る
も
の
な
り
此

鏡
の
傍
に
は
度
数
等
を
刻
し
た
る
種
々
の
器
械
あ
り
（八
） 

 

羅
紗

ラ

シ

ャ

を
以
て
造
り
金
銀
或
は
（モ
ー
ル
）
に
て
胸
襟
袖

ム
ネ
エ
リ
ソ
デ

等
に
飾

カ
ザ
リ

を
縫ヌ

ひ
付
け
祭
日
式
日
等
に
は
官
員
の
礼
服
と
せ
り
飾

り
は
等
級

ト
ウ
キ
ウ

に
よ
り
て
多
少
の
差サ

あ
る
な
り
又
袴
の
色
は
勅
奏
判
任
皆
異コ

ト

な
り
（六
） 

家
の
上ウ

ヘ

に
又
一
坐ザ

あ
り
高タ

カ

く
し
て
遠ト

ホ

く
見ミ

ゆ
る
家
を
い
ふ
凡ス

ベ

て
二
階

ニ
カ

イ

三
階

サ
ン
ガ
イ

等
の
家
造
な
り
（一
） 
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タ
タ
ミ 

タ
タ
ラ 

タ
ビ 

タ
フ 

タ
ル
キ 

チ
キ
ウ
ギ 

チ
ギ
リ 

ヂ
ヤ
ウ 

チ
リ
ハ
ラ
ヒ 

ヅ
キ
ン 

ツ
ヅ
ラ 

疉 踏
韛 

足
套 

塔 
 

榱 地
球
儀 

榺 鏁 拂
塵
子 

頭
巾 

葛
籠 

藺ヰ

を
編ア

み
て
表

オ
モ
テ

と
な
し
藁ワ

ラ

を
以
て
床ト

コ

を
造
り
之
を
縫
合

ヌ
ヒ
ア
ハ

せ
て
人
家
の
敷
物

シ
キ
モ
ノ

と
な
す
も
の
な
り
（二
） 

石
又
は
煉
化
石

レ
ン
グ
ワ
セ
キ

を
積
立
て
足
に
て
踏
板

フ
ミ
イ
タ

を
踏フ

み
そ
の
気
を
以
て
火
を
活
発

ヲ

コ

し
す
べ
て
堅
質

カ

タ

キ

の
金
類
或
は
多
量
の
金
類

を
鎔ト

カ

す
に
用
ゆ
る
も
の
な
り
（五
） 

白
黒
の
二
種
あ
り
木
綿
に
て
縫
ひ
寒
中
に
は
足
に
覆オ

ホ

ふ
も
の
な
り
又
我
国
の
俗
に
て
は
儀
式

ギ

シ

キ

の
時
に
は
寒
暑
に
拘カ

カ

は
ら

ず
足
套
を
用
ゐ
た
り
（六
） 

多オ
ホ

く
は
寺テ

ラ

の
境
内

ケ
イ
ダ
イ

に
あ
り
檐ノ

キ

を
幾
層

イ
ク
ゾ
ウ

に
も
重
ね
て
高
く
の
ぼ
り
遠
く
見
ゆ
る
も
の
な
り
（一
） 

木
を
ほ
そ
く
四
角

シ

カ

ク

に
削ケ

ヅ

り
桁ケ

タ

よ
り
桁
に
架
し
天
井
板
等
を
打ウ

ち
着ツ

く
る
木
を
い
ふ
（一
） 

圓マ
ロ

き
形
の
物
を
造
り
其
表
面
に
地
球
上
の
水
陸
或
は
國
疆

コ
ク
ケ
ウ

等
を
記
し
又
経
緯

タ
テ
ヨ
コ

の
線
を
引
き
度
数
を
示
し
地
球
運
轉
の

理
を
説
明
す
為
に
用
ゆ
る
も
の
な
り
（八
） 

木
に
て
造
り
織ヲ

る
べ
き
糸
を
巻
付
置
之
を
機
架

ハ

タ

の
後
方

ウ

シ

ロ

に
か
け
織
る
に
随
て
糸
を
送ヲ

ク

り
出
す
為
の
も
の
な
り
（四
） 

真
鍮

シ
ン
チ
ュ

銅
鉄
等
に
て
造ツ

ク

り
扉

ト
ビ
ラ

又
は
箱ハ

コ

な
ど
の
し
ま
り
に
用
ゆ
る
な
り
（五
） 

鳥ト
り

毛ゲ

或
は
紙
片

カ
ミ
キ
レ

を
束ツ

ガ

ね
竹
又
は
木
の
柄
を
結ユ

ヒ

付ツ

け
器
物
又
は
坐
敷
等
の
塵
汚

チ

リ

を
は
ら
ふ
に
用
ゆ
（七
） 

羅
紗

ラ

シ

ャ

又
は
絹
等
に
て
製
し
頭
に
被カ

ブ

り
首
を
お
ほ
ふ
も
の
な
り
多
く
は
寒
中
病
中
な
ど
に
も
ち
ゆ
（六
） 

多
く
竹
を
以
て
編ア

み
上
面

ウ
ハ
ツ
ラ

に
紙
を
張
り
漆

ウ
ル
シ

を
塗ヌ

り
衣
服
等
を
納イ

れ
携
帯

ケ
イ
タ
イ

に
便
な
る
も
の
な
り
（二
） 
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ツ
ム 

ツ
リ 

デ
ウ
ギ 

テ
オ
ノ 

テ
ツ
ダ
ウ 

テ
ラ 

デ
ン
シ
ン
キ 

テ
ン
ゼ
ウ 

テ
ン
モ
ン
ダ
イ 

ト 

紡
錘 

釣 定
規 

釿 鐵
道 

寺 電
信
機 

天
井 

天
文
臺 

戸 

鉃
の
細
長

ホ
ソ
ナ
ガ

き
針ハ

リ

を
造
り
之
を
糸
車
に
し
か
け
車
を
回マ

ハ

し
て
糸
を
巻
付

マ
キ
ツ
ク

る
な
り
（四
） 

鉃
鈎

テ
ツ
バ
リ

に
餌エ

バ

を
刺サ

し
細
き
糸
に
て
釣
竿

ツ
リ
ザ
ホ

に
結
付
け
水
中
に
投
じ
て
河
海
の
魚
を
釣ツ

る
な
り
（七
） 

樫カ
シ

又
は
槻

ケ
ヤ
キ

等
の
堅カ

タ

木ギ

を
以
て
平
直

マ
ツ
ス
グ

に
造
り
物
を
截タ

つ
と
き
之
を
標
準

メ

ア

テ

と
し
て
切キ

る
も
の
な
り
（四
） 

鉃
に
て
造
り
木
の
柄ヱ

を
嵌ハ

め
板
又
は
木
材
等
の
荒ア

ラ

削
ケ
ヅ
リ

り
を
す
る
に
用
ゆ
（五
） 

平
直

マ
ツ
ス
グ

な
る
道
に
並
行

ニ
ホ

ン

の
鉄
軌

テ
ツ
ミ
チ

を
連
続
し
蒸
気
車
を
通
行
せ
し
む
る
も
の
な
り
鉄
道
中
便
宜
の
処
に
停
車
場

ス
テ
イ
シ
ョ
ン

あ
り
乗
客

ノ
リ

テ

昇
降
す
る
処
な
り
（八
） 

市
街
に
も
あ
り
又
山
間
に
も
あ
り
多
く
は
山
に
傍ソ

ヒ

て
造ツ

ク

れ
り
凡
て
仏
像

ブ
ツ
ゾ
ウ

を
祭マ

ツ

り
葬
式

サ
ウ
シ
キ

を
行
ふ
処
な
り
又
境
内

マ
タ
ケ
イ
ダ
イ

に
も
墓ハ

カ

所シ
ョ

あ
り
（一
） 

越ヱ

歴レ
キ

の
装
置

シ

カ

ケ

を
以
て
銅
線

ハ
リ
ガ
ネ

を
遠
く
連レ

ン

架カ

し
之
に
其
気
を
通
ず
れ
ば
瞬

間

マ
タ
タ
ク
ヒ
マ

に
其
事
由

コ
ト
ガ
ラ

を
千
百
里
の
遠
き
に
達タ

ッ

す
（八
）

座
の
上
の
榱

タ
ル
キ

に
板
を
打
ち
つ
け
或
は
紙
を
張ハ

り
或
は
石
灰

シ
ッ
ク
イ

に
て
塗ヌ

る
も
あ
り
屋
根

ヤ

ネ

裏ウ
ラ

の
塵チ

り

を
防フ

セ

ぎ
又
洋
燈

ラ

ン

プ

を
釣ツ

る
処

な
り
（一
） 

地
上
に
高
き
木
の
臺
を
築
き
是
に
大
な
る
望
遠
鏡
を
装
置
し
之
よ
り
天
を
望
み
て
日
月
星
の
形
象

ケ
イ
シ
ャ
ウ

等
を
見
る
も
の
な

り
（八
） 

板
を
以
て
造
り
人
家
の
出
入
口
に
建タ

テ

置ヲ

き
開
閉

ア
ケ
タ
テ

自
在

ジ

ザ

イ

な
ら
し
む
多
く
は
昼ヒ

ル

開
ヒ
ラ
キ

て
夜ヨ

ル

閉ト

づ
る
な
り
（二
） 
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ト
イ
シ 

ト
ウ
ア
ミ 

ト
ウ
グ
ハ 

ト
ウ
ミ 

ト
ウ
メ
ウ
ダ
イ 

ト
ウ
メ
ガ
ネ 

ト
ウ
ロ 

ド
ゾ
ウ 

ト
ダ
ナ 

礪 投
網 

唐
鍬 

風
扇
車 

燈
明
台 

望
遠
鏡 

燈
籠 

土
蔵 

戸
棚 

種
類

シ
ュ
ル
イ

数
多

ア

マ
タ

あ
り
通
例
用
ゐ
る
も
の
は
荒
砥

ア

ラ

ト

青
砥

ア

ヲ

ト

天
草

ア
マ
ク
サ

名
倉

ナ

グ

ラ

等
な
り
（五
） 

麻ア
サ

或
は
蚕キ

ヌ

の
糸
に
て
編
み
周
辺

マ
ワ

リ

に
鉛

ナ
マ
リ

又
は
石
の
重ヲ

モ

り
を
結
付
け
糸
は
渋シ

ブ

を
以
て
染ソ

め
魚
を
捕ト

る
に
用
ゆ
（七
） 

鉃
に
て
造
り
木
の
柄ヱ

を
嵌ハ

め
土
を
ほ
る
に
用
ゆ
る
な
り
（三
） 

木
に
て
箱
を
造
り
車
を
つ
け
此
車

ク
ル
マ

扇ノ
ハ

に
て
糠ヌ

カ

と
穀コ

ク

と
を
分
簸

ヒ

ワ

ケ

す
る
も
の
な
り
（三
） 

海
岸

カ
イ
ガ
ン

又
は
島
嶼

ト
ウ
シ
ョ

の
上
に
高
く
臺ダ

イ

を
築キ

ヅ

き
夜
間
其
上
に
燈
火

ト
ウ
ク
ワ

を
点テ

ン

じ
海
上
通
船
の
目
標

メ
ジ
ル
シ

と
な
す
も
の
な
り
（八
） 

管
ク
ワ
ン

中
チ
ュ
ウ

に
数
箇
の
水
晶
鏡

ス
イ
シ
ョ
ウ

を
嵌ハ

め
之
よ
り
遠
方
を
望
め
ば
其
物
体
明
了
に
見
ゆ
る
も
の
な
り
凡
て
鏡
管
は
伸
縮

ノ
ビ
チ
ヂ
ミ

自
由

な
る
も
の
に
作
る
な
り
（八
） 

其
形
種
々
あ
り
玻
璃

ビ
ー
ド
ロ

を
用
ゐ
て
造
り
燈
火
を
其
中
に
点
じ
坐
敷
又
は
椽
側

エ
ン
ガ
ハ

な
ど
を
照テ

ラ

す
に
用
ゆ
又
石
或
ハ
木
に
て
作

れ
る
も
の
は
道
路

ミ

チ

或
は
庭
砌

ニ

ハ

を
照
ら
す
に
用
ゆ
（二
） 

四
方

シ

ハ
ウ

の
壁カ

ベ

は
土
に
て
塗ヌ

り
其ソ

上ウ
エ

に
石
灰

シ
ツ
ク
イ

を
つ
け
明

ア
カ
リ

窗マ
ド

を
設
け
入
口
を
鎖サ

鑰ヤ
ク

を
堅ケ

ン

固ゴ

に
し
す
べ
て
宝
物

ホ
ウ
モ
ツ

あ
る
ひ
は
種
々

シ
ュ
ジ
ュ

の
所
有
物
を
入
置
火
難
盗
難
を
防フ

セ

ぐ
為
の
も
の
な
り
（一
） 

木
に
て
造
り
前
面

マ

ヘ

に
戸
を
入
れ
坐
敷
に
置
く
も
の
は
書
冊
其
他
の
器
物
を
入
れ
臺
所
に
置
く
も
の
は
膳
椀

ゼ
ン
ワ
ン

等
を
入
れ

置
く
も
の
な
り
（七
） 
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ト
ビ
ラ 

ド
ヘ
ウ 

■
ナ
行 

ナ
ガ
グ
ツ 

ナ
ガ
モ
チ 

ナ
ハ 

ナ
ル
コ 

ニ
ク
サ
シ 

ニ
グ
ル
マ 

ニ
ナ
ヒ
オ
ケ 

ネ
ズ
ミ
ト
リ 

扉 土
豚 

 

長
靴 

長
持 

縄 鳴
子 

叉
手 

荷
車 

擔
桶 

棝 

板
に
て
造
り
鉃テ

ツ

又
は

銅
ア
カ
ガ
ネ

の
飾カ

ザ

り
金
物

カ
ナ
モ
ノ

を
う
ち
て
左
右
に
ひ
ら
く
戸
な
り
多
く
神
社
仏
閣
の
入
口
又
は
城
門
大
門
等

に
用
ゐ
た
る
も
の
な
り
（一
） 

俵
の
中
に
土
石
砂
等
を
入
れ
川
岸

カ
ハ
ギ
シ

な
ど
土
の
崩ク

ヅ

れ
易
き
処
を
防
ぎ
又
戦
地
に
て
は
胸
壁

タ
マ
ヨ
ケ

に
用
ゆ
（三
） 

 

通
常

ナ

ミ

の
靴ク

ツ

よ
り
踏
込

フ
ミ
コ
ミ

長
く
し
て
膝
骨

ヒ
ザ
ボ
ネ

の
下
ま
で
入
れ
凡
て
雨
雪
の
日
外
行
す
る
に
用
ゆ
（六
） 

木
に
て
造ツ

ク

れ
る
大
な
る
箱ハ

コ

に
て
衣
類

イ

ル

イ

器
物

キ

ブ

ツ

等
を
納イ

る
る
為
に
用
ゆ
る
な
り
（二
） 

藁ワ
ラ

を
以
て
長
く
綯ナ

ひ
種
々
の
も
の
を
束ツ

ガ

ね
其
他
百
般

イ
ロ
イ
ロ

の
用
に
供
す
（五
） 

竹
を
短

ミ
ヂ
カ

く
切
り
之
を
数カ

ズ

多
く
板
に
結ユ

ヒ

付ツ

け
田
圃

デ
ン
ハ
タ

の
上
に
張
置
き
鳥
雀
等
の
蒔
種

マ
キ
ダ
ネ

又
は
穀
物
を
食
ふ
と
き
は
之
を
引ヒ

き
鳴ナ

ラ

し
て
追
ひ
逃ニ

ガ

す
為
の
も
の
な
り
（三
） 

多
く
白
銅
に
て
造
れ
り
禽
獣
魚
肉
等
を
刺サ

し
て
食
ふ
為
の
も
の
但
し
西
洋
の
料
理

レ

ウ

リ

に
供
ふ
（七
） 

両
輪

リ
ヤ
ウ
ワ

あ
り
て
上
の
荷
物

ニ
モ

ツ

其
他
種
々
の
物
品
を
載ノ

せ
運ウ

ン

送ソ
ウ

す
る
も
の
に
て
人
の
力
を
以
て
推
し
行
く
な
り
（八
） 

板
を
丸
く
組ク

み
竹
輪

タ

ガ

を
嵌ハ

め
両
方
の
角
に
縄
を
通
し
棒ボ

ウ

に
て
擔カ

ツ

ぎ
水
な
ど
を
運
ぶ
に
用
ゆ
（三
） 

鉃

線

テ
ツ
ハ
リ
ガ
ネ

或
は

銅
ア
カ
ガ
ネ

線
ハ
リ
ガ
ネ

に
て
編ア

み
内
に
機
関

カ
ラ
ク
リ

を
し
か
け
鼠
を
擒ト

ラ

ゆ
る
に
用
ゆ
（七
） 
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ノ
キ 

ノ
コ
ギ
リ 

ノ
ミ 

ノ
レ
ン 

■
ハ
行 

ハ
カ
リ 

ハ
シ 

ハ
シ
ゴ 

ハ
シ
フ
ネ 

バ
シ
ヤ 

ハ
シ
ラ 

檐 鋸 鑿 簷
帷 

 

秤 箸 階
子 

端
舟 

馬
車 

柱 

屋
根

ヤ

ネ

の
す
へ
の
終ヲ

ハ

る
処
に
し
て
雨
滴

ア
マ
ダ
レ

の
落ヲ

ツ

る
処
を
い
ふ
な
り
（一
） 

鉃テ
ツ

を
薄ウ

ス

く
展ノ

べ
鑢

ヤ
ス
リ

を
以
て
歯ハ

を
刻キ

ザ

み
木
の
柄ヱ

を
嵌ハ

め
木
材
又
板
な
ど
を
截キ

る
為
に
用
ゐ
る
道
具
な
り
（五
） 

鉃テ
ツ

に
て
造ツ

ク

り
頭
に
刃ハ

を
設モ

フ

け
て
先サ

き
に
衝ツ

き
切
る
も
の
な
り
多
く
木
材
な
ど
に
穴
を
鑿ホ

る
に
用
ゆ
（五
） 

商
家

シ
ャ
ウ
カ

な
ど
の
表
口
に
か
け
屋
号

ヤ

ゴ

ウ

姓
名

セ
イ
メ
イ

等
を
記
し
目
標

メ
ジ
ル
シ

に
す
る
も
の
な
り
多
く
は
木
綿

モ

メ

ン

を
染
貫

ソ
メ
ヌ
キ

て
作
る
も
の
な
り
（二
）

 

棹サ
ヲ

は
木
又
は
象
牙

ゾ

ウ

ゲ

等
に
て
製
し
目
方
の
標
点

シ

ル

シ

を
施
し
一
方
に
金
の
皿サ

ラ

を
釣ツ

り
一
方
に
は
金
類

カ
ネ
ル
イ

の
錘

ヲ
モ
リ

を
附
け
凡
て
量ハ

カ

る

べ
き
物
を
此
皿サ

ラ

に
の
せ
把
手

ト

ッ
テ

の
糸
を
持
て
物
の
軽
重
を
秤ハ

カ

り
定
む
る
も
の
な
り
（四
） 

金
銀
木
竹
又
は
象
牙

ゾ

ウ

げ

等
に
て
造
り
食
物
を
夾ハ

サ

み
食
ふ
為
の
も
の
な
り
（七
） 

木
を
以
て
造
り
一
階
一
階

イ
チ
ダ
ン
イ
チ
ダ
ン

に
高
く
な
り
宮
殿
楼
閣
な
ど
の
昇
降

ノ
ボ
リ
ヲ
リ

の
処
に
用
ゐ
る
踏
段

フ
ミ
ダ
ン

な
り
又
梯
子

ハ
シ

ゴ

は
階
よ
り
手
軽
に

し
て
便
宜
の
処
に
持
行
き
之
を
つ
け
て
昇
降
す
る
を
得ウ

る
も
の
な
り
（二
） 

巨
船

オ
ホ
ブ
ネ

に
附
属

フ

ゾ

ク

し
た
る
小
船
な
り
上
陸
或
は
運
艚

ウ
ン
ソ
ウ

等
の
と
き
は
櫂カ

ヒ

又
は
櫓ロ

に
て
盪コ

ぎ
往
来
に
便
す
る
な
り
（八
） 

一
匹

イ
ッ
ピ
キ

乃
至
四
匹
の
馬
に
曳ヒ

か
せ
車
中
に
人
を
載ノ

せ
て
道
路
を
行
く
車
な
り
（八
） 

多
く
は
松マ

ツ

杉ス
ギ

檜
ヒ
ノ
キ

等
の
木
を
四
角
に
削ケ

ヅ

り
家
の
骨ホ

ネ

と
な
り
梁
桁

ハ
リ
ゲ
タ

等
を
支サ

サ

ゆ
る
も
の
な
り
（一
） 
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ハ
タ 

ハ
ハ
キ 

ハ
リ 

ハ
リ
バ
コ 

ヒ ビ
ー
ド
ロ
カ
ガ
ミ 

ヒ
ウ
チ
ダ
ウ
グ 

ヒ
サ
シ 

ヒ
タ
タ
レ 

ヒ
ノ
シ 

ヒ
バ
シ 

機 箒 針 針
箱 

杼 玻
璃
鏡 

燧
具 

庇 直
垂 

鈷
鉧 

火
鉗 

木キ

に
て
造ツ

ク

り
種
々

シ
ュ
ジ
ュ

の
装
置

シ

カ

ケ

あ
り
て
絹キ

ヌ

或
は
木モ

綿メ
ン

を
織ヲ

る
道
具
な
り
（四
） 

竹
枝
或
は
黍
穂
を
以
て
造
り
た
る
も
の
は
多
く
土ド

間マ

庭ニ
ワ

な
ど
を
掃
く
に
用
ゐ
藁ワ

ラ

或
は
棕シ

ュ

櫚ロ

毛ゲ

を
以
て
造
り
た
る
も
の

は
竹
の
柄
を
附
け
坐
敷

ザ

シ

キ

を
掃
く
に
用
ゆ
（七
） 

鉃テ
ツ

に
て
造ツ

ク

り
一
方
を
尖ト

ガ

ら
し
一
方
に
小チ

イ

さ
な
る
孔ア

ナ

を
あ
け
之
に
糸
を
と
ほ
し
衣
服
等
を
縫ヌ

ふ
も
の
な
り
（四
） 

木
に
て
造ツ

ク

り
抽
斗

ヒ
キ
ダ
シ

を
つ
け
裁
縫

タ
チ
ヌ
ヒ

の
道
具
を
入
れ
箱
の
上
に
綿ワ

タ

又
は
毛
を
入
れ
た
る
針
指

ハ
リ
サ
シ

を
付
る
な
り
（四
） 

木
に
て
造
り
中
に
穴ア

ナ

を
穿ウ

ガ

ち
其
間
に
巻
糸

マ
キ
イ
ト

を
入
れ
織
物
を
す
る
と
き
緯
糸

ヌ
キ
イ
ト

を
入
る
る
に
用
ゐ
る
も
の
な
り
（四
） 

大
な
る
玻
璃
の
裏ウ

ラ

に
水
銀

ミ
ズ
カ
ネ

を
塗ヌ

り
縁フ

チ

は
木
に
て
製ツ

ク

り
金
或
は
銀
色
に
塗
り
す
べ
て
身
体
を
映
写

ウ

ツ

し
見
る
為
に
柱
或
は

鏡
架

カ
ガ
ミ
タ
テ

に
か
け
置
く
も
の
な
り
（八
） 

燧
ヒ
ウ
チ

金ガ
ネ

は
鉃
に
て
造
り
之
を
以
て
燧

ヒ
ウ
チ

石イ
シ

に
軋ウ

チ

摩ア
ハ

し
火

ホ
ク
チ

綿ワ
タ

を
持
そ
へ
て
火
を
出
す
道
具
な
り
（七
） 

檐ノ
キ

の
先サ

キ

に
又
板
を
用
ゐ
て
葺フ

キ

出
し
多
く
は
窗マ

ド

の
上
に
あ
り
て
雨
雪
を
支サ

サ

ゆ
る
為
の
も
の
な
り
（一
） 

多
く
は
精
好

セ
イ
ガ
ウ

を
以
て
造
り
古
製
の
礼
服

レ
イ
フ
ク

に
し
て
位
階
に
因
り
其
色
或
は
紋
等
の
差タ

ガ

ひ
あ
る
も
の
な
り
し
が
今
代
は
用

ゐ
る
こ
と
な
し
（六
） 

銅
又
鎮
鍮

シ
ン
チ
ユ

に
て
造
り
木
の
柄ヱ

を
嵌ハ

め
火
を
入
れ
帛
類

キ
ヌ
ル
イ

の
皺シ

ワ

を
伸ノ

バ

す
為タ

メ

の
も
の
な
り
（四
） 

鎮
鍮

シ
ン
チ
ウ

銅
鉃
の
類
に
て
造
り
火
を
挟ハ

サ

む
に
用
ゆ
る
も
の
な
り
（七
） 
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ヒ
バ
チ 

ヒ
フ
キ
ダ
ケ 

フ
イ
ゴ 

フ
ク
サ 

フ
ス
マ 

ブ
ツ
ダ
ン 

フ
ミ
グ
ル
マ 

 

フ
ロ
オ
ケ 

フ
ロ
シ
キ 

ブ
ン
チ
ン 

火
爐 

吹
火
筒 

槖
籥 

 

紙
障 

仏
壇 

龍
骨
車 

風
呂
桶 

袱 文
鎮 

木
に
て
造
り
中
に
銅
炉
を
入
れ
其
中
に
灰
と
火
を
入
れ
湯
を
沸ワ

カ

し
食
物
を
煮ニ

手
を
煊ア

ブ

る
等
に
用
ゆ
（七
） 

竹
に
て
造
り
後ア

ト

の
節フ

シ

に
小チ

イ

さ
き
穴
を
あ
け
火
を
吹
く
為
に
用
ゆ
（七
） 

木
に
て
造
り
把
手

ト

ッ
テ

を
出
入
す
れ
ば
箱ハ

コ

の
前
後

ア
ト
サ
キ

の
穴ア

ナ

よ
り
空
気

ク

ウ

キ

を
吹フ

き
火
を
活
発

ヲ

コ

す
に
用
ゆ
る
道
具
な
り
多
く
は
冶
工

カ

ジ

ヤ

鋳
懸
師

イ

カ

ケ

シ

な
ど
之
を
用
ゆ
（五
） 

単
ヒ
ト
ヘ

に
造
る
も
あ
り
又
裏
絹

ウ
ラ
ギ
ヌ

を
着ツ

ク

る
も
あ
り
凡
て
良
き
絹
に
て
製
し
衣
服
物
器

ウ

ツ

ワ

を
包ツ

ツ

む
に
も
ち
ゆ
（六
） 

障
子
の
如
き
骨
を
紙
に
て
両
面
を
張ハ

り
多
く
ハ
坐
敷

ザ

シ

キ

と
の
間
に
立
て
て
彼
是
相
見
へ
ざ
る
た
め
に
用
ゐ
る
も
の
な
り

（二
） 

家
々
祖
先

ソ

セ

ン

を
祭マ

ツ

る
棚タ

ナ

に
て
先
祖
代
々
の
位
牌

イ

ハ
イ

を
安
置

ア

ン

チ

す
る
処
な
り
今イ

マ

我
国
の
俗
多
く
之
を
用
ゆ
（二
） 

木
に
て
造
り
車
を
し
か
け
水
中
に
置
き
足
に
て
踏フ

み
回マ

ハ

し
溝ミ

ゾ

等
の
水
を
田
圃

タ

ハ
タ

へ
送ヲ

ク

る
為
の
も
の
な
り
（三
） 

板
を
合
せ
て
囲

カ
コ
ヒ

と
な
し
竹
輪

タ
ケ
ノ
ワ

或
は
銅
輪

ア
カ
ガ
ネ
ワ

を
以
て
束ツ

ガ

ね
鉄
又
は
銅
の
釜カ

マ

を

傍
カ
タ
ハ
ラ

に
設
け
て
火
を
其
中
に
焚タ

き
水
を
温

ア
タ
タ

め
て
身
体
を
清
浄
に
す
る
に
用
ゆ
其
形
種
々
あ
り
（二
） 

絹
又
は
木
綿

モ

メ

ン

に
て
製
し
種
々
の
花
紋

モ

ヤ

ウ

を
記
し
物
を
包ツ

ツ

み
携
帯

ケ
イ
タ
イ

す
る
に
用
ゆ
る
も
の
な
り
（六
） 

石
又
は
金
類

カ
ネ
ル
イ

に
て
造
り
机
上

ツ
ク
ヘ
ノ
ウ
ヘ

の
紙
な
ど
を
押ヲ

サ

へ
置
く
も
の
に
し
て
其
形
種
々

シ
ュ
ジ
ュ

あ
り
（四
） 
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ブ
ン
マ
ハ
シ 

ヘ
イ 

ベ
ウ
ブ 

ボ
タ
ン 

ホ
マ
ヒ
セ
ン 

ポ
ン
プ 

■
マ
行 

マ
ク
ラ 

マ
ド 

マ
ナ
イ
タ 

規 塀 屏
風 

扣
鈕 

帆
舞
船 

喞
筒 

 

枕 窗 肉
几 

鎮
鍮

シ
ン
チ
ユ

又
は
竹
に
て
造
り
両
脚

レ
ウ
ア
シ

の
一
方
を
尖ト

ガ

ら
し
一
方
に
墨
水

ス

ミ

を
含フ

ク

ま
せ
圓
径

マ

ル

の
図ズ

を
画エ

ガ

く
に
も
ち
ゆ
る
な
り
（四
） 

石
を
積ツ

ミ

上ア

げ
其
上ウ

ヘ

を
瓦
と
土
に
て
積ツ

み
屋
敷

ヤ

シ

キ

の
四
方
の
囲

カ
コ
ヒ

と
な
す
も
の
な
り
又
板
を
用
ゐ
て
造ツ

ク

る
も
あ
り
（一
） 

紙
障

フ

ス

マ

の
ご
と
く
木
を
組
み
て
骨ホ

ネ

と
し
紙
を
張
り
屈テ

フ

膝
ツ
ガ
ヒ

を
施
し
て
曲ヲ

リ

折
マ
ガ
リ

を
得
せ
し
む
家
中
便
宜
の
所
に
用
ゆ
屏
風
に
二

曲
六
折
八
幅
等
の
も
の
あ
り
（二
） 

銅ア
カ
ガ
ネ

又
は
種
々

シ
ュ
ジ
ュ

の
金カ

ネ

に
て
造
り
種
々
の
花
紋
等
を
彫ホ

り
付
け
礼
服
或
は
通
常
の
洋
服
の
胸
部

ム

ネ

を
閉
ぢ
又
飾
等
に
用
ゐ

る
も
の
な
り
其
他
玉
材
貝
殻

カ
イ
ガ
ラ

等
に
て
造
れ
る
も
あ
り
（六
） 

蒸
気
の
装
置

シ

カ

ケ

な
く
只
順
風
に
帆
を
ひ
ら
き
水
上
を
駛ハ

ス

る
な
り
其
船
形
は
蒸
気
船
に
似
た
り
然
れ
ど
も
二

フ
タ
ツ

檣
ホ
バ
シ
ラ

或
は

三
ミ
ツ
ノ

檣
ホ
バ
シ
ラ

の
船
な
り
（八
） 

皮カ
ハ

の
長
き
嚢

フ
ク
ロ

を
作
り
其
一
方
を
木
製
の
大
な
る
箱
に
通
し
此
箱
に
水
を
入
れ
機
械

キ

カ

イ

を
推ヲ

し
て
其
水
を
嚢

フ
ク
ロ

よ
り
思
ふ

処
に
迸
出

ハ
ウ
シ
ュ
ツ

し
凡
て
火
災
を
鎮シ

ヅ

め
或
は
甲
板

カ
ン
パ
ン

道
路

ド

ウ

ロ

等
を
洗
ふ
に
用
ゆ
（八
） 

 

木
の
臺
の
上
に
そ
ば
が
ら
又
は
籾モ

ミ

な
ど
を
入
れ
た
る
袋
を
結
付
け
頭
を
載ノ

す
る
も
の
な
り
又
臺
な
く
し
て
大
な
る
袋

の
み
を
用
ゆ
る
も
あ
り
（六
） 

家
の
外
面
に
て
戸ト

又
は
障
子

シ
ャ
ウ
ジ

を
設モ

フ

け
て
凡
て
明

ア
カ
リ

を
取
り
空
気

ク

ウ

キ

を
通カ

ヨ

は
し
又
外
方
を
眺
望

テ
ウ
ボ
ウ

す
る
処
な
り
（一
） 

木
に
て
造
り
肉ニ

ク

類
菜サ

イ

類
を
載ノ

せ
て
切キ

る
と
き
の
臺
に
な
す
も
の
な
り
（七
） 
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マ
ン
ガ 

マ
ン
リ
キ 

ミ ミ
ス 

ミ
ズ
イ
レ 

ミ
ヅ
ガ
メ 

ミ
ヅ
グ
ル
マ 

ミ
ノ 

ム
シ
ロ 

ム
ネ 

ム
マ
ヤ 

 

秒
把 

萬
力 

箕 簾 水
滴 

水
瓶 

水
車 

蓑 筵 棟 厩 

木

に
鉃シ

の
疎

マ
バ
ラ

な
る
歯ハ

を
嵌ハ

め
秩
を
挿
む
期ト

キ

に
先サ

キ

だ
ち
之
を
牛
馬
に
曳ヒ

か
せ
田
土

タ
ノ
ツ
チ

を
混
和

マ

ゼ

ル

す
る
に
も
ち
ゆ
（三
） 

鉃
に
て
造
り
螺
旋

ネ

ヂ

を
回マ

ワ

し
上
方
を
開
閉
し
て
す
べ
て
細
工
す
べ
き
も
の
を
夾ハ

サ

み
螺
旋
に
て
動
か
ざ
る
や
う
に
し
め
つ
け

る
も
の
な
り
（五
） 

細ホ
ソ

く
割ワ

た
る
竹タ

け

片
藤ト

蔓ツ
ル

に
て
編
み
穀
物
の
糠ヌ

カ

を
簸ヒ

揚ヨ
ウ

す
る
に
用
ゐ
る
な
り
（三
） 

竹タ
ケ

を
細ホ

ソ

く
割ワ

り
之
を
糸イ

ト

に
て
編ア

み
家
の
内
外
の
際

ア
ハ
ヒ

に
垂タ

れ
人ヒ

ト

の

覘
ウ
カ
ガ
ヒ

見ミ

る
を
遮

サ
ヘ
ギ

る
為
の
も
の
な
り
（二
） 

金
類

カ
ナ
ル
イ

或
は
陶
器
類

ヤ
キ
モ
ノ
ル
イ

に
て
造
り
硯
へ
入
る
る
水
を
貯

タ
ク
ワ

へ
置
く
も
の
に
し
て
其
形
種
々
あ
り
（四
） 

土
を
焼ヤ

き
て
造ツ

ク

り
水
を
入
れ
置
く
も
の
な
り
（七
） 

大
な
る
木
製
の
車
を
河
中

カ
ハ
ナ
カ

に
装
置

シ

カ

ケ

し
水
の
流
る
る
に
従
て
車
輪
を
轉
じ
其
車
軸
を
一
方
に
通
じ
碓ウ

ス

を

か
せ
或
は

種
々
の
製
作
の
機
関

カ
ラ
ク
リ

を
運
轉
せ
し
む
る
等
の
用
に
な
す
な
り
（八
） 

藁
或
は
棕
櫚

シ

ュ
ロ

毛ケ

な
ど
を
以
て
造
り
雨
雪
の
日
着キ

る
も
の
な
り
多
く
は
農
家

ノ
ウ

カ

は
之
を
も
ち
ゆ
（六
） 

藁ワ
ら

に
て
細コ

マ

か
に
織ヲ

り
両
端

レ
ウ
ハ
シ

を
あ
み
つ
け
穀
物
其
他
の
物
を
さ
ら
し
或
は
包ツ

ツ

む
に
用
ゆ
る
も
の
な
り
（三
） 

屋
根
の
頂
上

テ
ウ
ジ
ャ
ウ

に
し
て
瓦
を
積
上

ツ
ミ
ア
ゲ

た
る
処
又
梁ハ

リ

の
上
に
横

ヨ
コ
タ
ハ

り
た
る
大
木
を
い
ふ
な
り
（一
） 

屋
根

ヤ

ネ

と
壁カ

べ

の
み
に
し
て
床ユ

カ

を
造
ら
ず
此
処
に
馬
を
繋ツ

ナ

ぎ
置
秣

マ
グ
サ

を
食ク

ラ

は
す
処
を
い
ふ
（一
） 

ワ 

ク 

ツ 
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モ
ツ
コ 

モ
ノ
サ
シ 

モ
ミ
フ
ル
ヒ 

モ
ン 

■
ヤ
行 

ヤ
ゲ
ン 

ヤ
シ
ロ 

ヤ
ス
リ 

ヤ
ナ 

ヨ
ツ
デ
ア
ミ 

■
ラ
行 

ラ
ウ
カ 

畚 裁
尺 

籾
篩 

門 

 

薬
研 

社 鑢 簗 提
罾 

 

廊
下 

縄
に
て
網ア

ミ

の
目
の
如
く
編ア

み
両
方
に
長
き
紐ヒ

モ

を
つ
け
土
砂
塵
汚
物

ゴ

ミ

な
ど
を
盛モ

り
擔ニ

ナ

ひ
運ハ

コ

ぶ
も
の
な
り
（三
） 

竹
に
て
造
り
寸
分

ス

ン

ブ

の
目メ

を
彫ホ

り
帛
類

キ
ヌ
ル
イ

を
裁タ

つ
と
き
寸
法

ス
ン
パ
ウ

を
量ハ

カ

る
も
の
な
り
（四
） 

金
網

カ
ナ
ア
ミ

を
以
て
竹
と
棕
櫚

シ

ュ
ロ

毛ゲ

に
て
編ア

み
た
る
圓
輪

マ
ル
キ
ワ

の
底ソ

コ

と
な
し
籾
と
米
と
を
篩フ

ル

ひ
分
る
も
の
な
り
（三
） 

凡ス
べ

て
玄
関

ゲ
ン
カ
ン

又
は
家
の
入
口
の
前
面
に
あ
り
昼ヒ

ル

は
開ヒ

ラ

き
夜ヨ

ル

は
閉ト

ぢ
人
の
出
入
す
る
処
を
い
ふ
な
り
（一
） 

 

鉃
に
て
造
り
多
く
は
薬
剤

ヤ
ク
ザ
イ

等
の
物
を
粉
末

コ

ナ

に
す
る
道
具
な
り
（五
） 

市
街

シ

カ

イ

又
は
山
間

サ
ン
カ
ン

に
あ
り
凡ス

べ

て
神
体

シ
ン
タ
イ

を
安
置

ア

ン

チ

し
て
祭マ

ツ

る
処
を
い
ふ
（一
） 

鉃
に
て
造
り
す
べ
て
金
物
を
擦ス

り
又
は

鋸
ノ
コ
ギ
リ

の
刃ハ

を
尖ト

ガ

ら
す
等
の
道
具
な
り
（五
） 

竹
を
簾ミ

ス

の
如
く
に
編ア

み
之
を
河
瀬

カ

ハ
セ

の
間
に
装
置

シ

カ

ケ

し
河
魚
の
流
れ
来
り
て
此
簗ヤ

ナ

に
罹カ

カ

る
を
擒

ト
ラ
ユ

る
為
の
も
の
な
り
（七
） 

麻
糸
に
て
四
角
に
編ア

み
四
隅

ヨ

ス

ミ

に
竹
を
付
け
此
竹
を
中
央
に
束
ね
て
竹
又
は
木
の
柄
に
結
付
け
此
罾ア

ミ

を
水
中
に
沈
め
置

河
中
の
魚
を
引
上
げ
擒ト

る
も
の
な
り
（七
） 

 

家
と
家
と
の
離
隔

リ

カ

ク

し
た
る
間
に
造
り
彼
方

カ

ナ

タ

よ
り
此
方

コ
ナ

タ

へ
容
易

タ

ヤ

ス

く
通
行

ツ
ウ
カ
ウ

す
る
為タ

メ

の
処
な
り
（一
） 

ハ
ガ
ネ 
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ラ
ン
カ
ン 

ラ
ン
プ 

レ
ン
グ
ワ
シ
ツ 

ロ
ク
ロ 

■
ワ
行 

ワ
ク 

ワ
サ
ビ
ヲ
ロ
シ 

ワ
タ
イ
レ 

ワ
タ
ク
リ 

ワ
ラ
ジ 

ヲ
サ 

欄
干 

洋
燈 

煉
化
室 

轆
轤 

 

 

薑
擦 

温
袍 

攪
車 

草
鞋 

筬 

木
に
て
造
り
楼
上
の
椽
側

エ
ン
ガ
ハ

お
よ
び
橋
梁

ハ

シ

の
危
険
な
る
所
を
遮

サ
ヘ
ギ

る
に
用
ゐ
る
も
の
な
り
（二
） 

玻
璃

ビ
ー
ド
ロ

と
金カ

ネ

に
て
造
り
石セ

キ

炭タ
ン

油ユ

を
注
ぎ
て
火
を
点
じ
家
室
を
照
ら
す
に
用
ゆ
近
来
繁
花

ハ
ン
ク
ワ

の
地
に
て
も
家
ご
と
に
用
ゐ
ざ

る
処
な
し
（二
） 

煉
化
石

レ
ン
グ
ワ
セ
キ

を
以
て
築キ

ヅ

き
玻
璃

ガ

ラ

ス

窗マ
ド

を
設マ

フ

け
て
清
潔

セ
イ
ケ
ツ

に
造
る
家
な
り
又
石イ

シ

を
用
ゐ
て
造
る
も
あ
り
西
洋
各
国

カ
ク
コ
ク

は
皆ミ

ナ

こ
の
建
築

ケ
ン
チ
ク

な
り
（一
） 

木
に
て
造
り
麻ア

サ

又
は
皮カ

ハ

の
紐ヒ

モ

を
軸
木

シ

ン

ギ

に
巻
付
け
此
軸
木
の
一
方
に
削ケ

ヅ

る
べ
き
木
材
を
打ウ

チ

着ツ

け
紐ヒ

モ

を
引
け
ば
軸
木
回
旋

ク
ワ
ケ
セ
ン

す
る
ゆ
へ
削
刀

キ
レ
モ
ノ

を
用
ゐ
て
圓
き
器
物
を
細
工
す
る
道
具
な
り
（五
） 

 

木
に
て
造
り
糸
を
巻
付

マ
キ
ツ
ケ

置ヲ

く
も
の
な
り
（四
） 

銅ア
カ
ガ
ネ

又
は
陶
器

ヤ
キ
モ
ノ

に
て
造
り
薑

セ
ウ
ガ

大
根
等
の
野
菜

ヤ

サ

イ

を
擦ヲ

ロ

す
に
用
ゆ
（七
） 

冬
服
な
り
表

オ
モ
テ

の
絹キ

ヌ

と
裏ウ

ラ

の
絹
と
の
間
に
綿
を
入
れ
身
体

シ
ン
タ
イ

を
温
暖

ア

タ

カ

な
ら
し
む
る
為
の
衣
服

イ

フ

ク

な
り
（六
） 

木
に
て
造
り
二
ツ
の
丸
木
を
密
接

ク
ツ
ツ
ケ

し
之
を
一
方
よ
り
回マ

ハ

し
綿
絮

ワ
タ
バ
ナ

を
放ハ

ナ

し
綿
実

ワ
タ
ノ
ミ

を
繰ク

リ

出
す
為
の
も
の
な
り
（四
） 

藁
を
以
て
製
り
踵

カ
カ
ト

の
処
に
紐ヒ

モ

を
設
け
山
行
あ
る
ひ
は
遠
行
等
の
と
き
に
紐
に
て
足
に
結ユ

ヒ

付ヅ

け
歩
行
す
れ
ば
甚
だ
軽
便

ケ
イ
ベ
ン

な
る
も
の
な
り
（六
） 

竹
を
薄ウ

ス

く
細

コ
マ
カ

に
削ケ

ヅ

り
之
を
し
げ
く
組
み
機ハ

タ

を
織
る
と
き
之
に
経
糸

タ
テ
イ
ト

を
と
ほ
し
て
緯
糸

ヌ
キ
イ
ト

を
打ウ

チ

入イ

る
る
も
の
な
り
（四
） 




